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巻頭言 声 援 の 効 果

人間発糾 部 学部長 |し村 潔和

|ン クー′●―で開催されている冬辛オリンピ,,が終盤に差 し掛か oて いる 精神llに も 肉体的

にも 究極の ヽ ―́ニングを積んできた若者の祭典だ 人が成 しえる極限の世界 lt 観る人の 心をつ

かむ

散えに 螢えてきた選手であ・ ても 競技後てのイン,ビ _― ては 多くの声援耀 けて フヽォー

マンスが上が・ たと答えている とんな人にとoて も 自分を取 ,巻 く人の声援が その人の行動に

大きな影響を与えるようだ

運動生理学つ世界では 声援を受けたり 掛け声を発したり 驚がされたりして 随意的に発揮て

きる最大筋力の高まる,と が証明されている このことを知 0て いると lt動中にうまく人に閲るこ

とによ.て その人のパヮt― マンスを高めることができそうだ わかっているょぅでゎか oていな

い 面白い現象だと思・ ている

以前 セ ミの学生|`「はあられるJ「おこtれ るJどちらが｀ラ,― マンスを高めるのだろう
'と

話 ●来たことI・ あった それは 自分つ体験や友述との話の中で 自分は「はあられると力を発郵す

るJ また 「ある学生はおこられると力が発揮てきたJさ い話があり どちちが本当なのかとつ中で

起こoた疑問だと 指導者になりたいので どちらが正 しいのがと知りたいとことだったと記憶 して

ヽヽる

私のゼミは運動がキー,― Fり せ でヽあったので 迎動の給中で「 はある (声援する)J「おこる

(ネ ″テ
`ブ

な言葉を投げかける)J「ま・ たく無視する (声をかけない)J● 条件で運動のできばえを

lt餃 してみようとなoた

はあ言葉 ネイティブ71言葉は 160人の学生アンケー 1ヽヽ ち決めて その言葉をタイミングよく

運砒中の捜験昔にかけることで実験しようと決めた
`

結果は 「ほ

“

るJ「おこるJこ との両方でパフォーマンスが 1旬上 した いちばん フヽォーマンスが

悪か oた のが 「無視するJの条件であ‐た この|.果をどう考えるかについて ゼミて議論 した

1に あるJ「おこるJO共通的な副 再は何かとの話にな, どちちも運動している被瞼者をみていて

声をかけていることに気がついた それに対し「無視するJは  被験者に「 じ。この通嚇をしてくだ

さいJと 指示 した後は まったく欧験音をみていない条件であ・ た こ0違いが フヽォーマンスに影

響を与えた0ではない●●と0話になった なげかけられる言葉のl・l題よりも 人は 「自分をみてもら・

ているJ「存在を認あてもちぅている」こと0実感が がんばれる力となるのがねL話 したことを党

えている

こ0実験は 私の半生に対する接し方に大きな影欅を与えたと考えている 人の フヽ,― マンスを

高あるには 無視することなく をの人の存在を受け入れて どんな言葉ても その人に投げiけ る

ことお大切なのだと 指靖 として必要な紫贅かもしれないと思 .て いる いま 私にてきることは

学生に言葉をかけることだと どんな言葉がいいかを考えている
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挨 拶 「実践総合センターの目的と役割」

センター長 4ヽ川

思えば平成元年に上越数百大学喘属学校教育研野 ツターに講師として採用されてJら  
「

年てt
′ター教員として20年0縦過したこと●なる 昨年 0月 ●ゼン

'―
長をll命 し ご●

‐
炒をさせていた

だくこととなoに次第である

実践総合センターは 全国の各教員養成学部に教育工学tン ,― が設置される流わ 中で1982年に

教育学部附属教育実践研究指導セン

'―
が設置され そつ餃2000年 4月 に縮 実餞発合センターに改

組され定員が南任散員
`名

に増えた きちに2006年 10月 の 3大学統合に伴う■部の改組によって ''

国人間発達・I学研究実践総合センターに名称が変更にな, 現在の ,研究部ll〔教育臨床研究部門

学習ヽ境研究部門 教育工学研究部門)に至‐た経協をも・ ている 見在は専任執員 6名

“

貝 2名 )

客員 t名 センター長 1名 (表0。 10名 の定員 α 員
'名

)と事務補佐貝 1名で教育と研究を実餞に

,あている

このような変選を経ながらも 一貫して
「

祠支数百を中卜とした教育0改善Jを 目標とした 数百

実践と研究 l・1発に取り岨むセンターtし て活動を続けてきたことは 実践総合センターのあり方を

明確に示 していると言える 現在の 8う 0研究部||も それなれ守爛範囲が興なるが 教育臨床 教

育実践 現職教育 教員養底 情報教育といoた課題に対して 具体的
`実

践を瀾 して教育の問題解

決を日常 している点て共通 している また 教育実践研究を公表する場として実践センター紀要を刊

行 している こつような測 犬に内包された ・ l距 くを検討することて 今後の実践総合センターの課

題も見えてくるものと思う

私見てはある0 4つ問艤点をあげてみたい

(1)教員養成 lll首実習)に関する学部との協力0あ り方の問用

(2
(3
(`

一
”

センター所員としての業務と 学部散員として0教育と研究のⅢランス

学部が対応するべき最新。教育問題に対応するセン,― の磁翫のl.l図

実践総合セン,-0継撤Ol・l題

0こ では 文面の関係iあ (1)t(2)Ol・l題だけに絞つて 言及する

実践総合セン,― は '構的に数●来践や教師教育を研究する部門が置かれてきた羅構があ 教員

を獲成する大学の活動について主IF的にかかわることが役割てある しかし 'べてを学習環境研究

部門の専任敦員 1名だけて取り性切ることには無理がある また教育実習は数訪委員会 教員養成対

策畔 生生活就に対象委員会。仕事であ, 実餞総合センターは教育実習の事前指導と事後指導剛

ゎるだけである 実習校と大学を結″教育実習違縦協議会についてもセツ,―長は司会役を

“

あるが

'ン
,― の教員の出席の義務はな|、 教育実習と教員養成について全般的総合的に●―ディネー トす

る役割を果たす集団が明確に存在 tl● い現状には ll鮨があると感 tる 救戦実践減習や欧員賛成0

6年11な ど 新たに解決するべき (か もしれない)問題をオがえている現状においては 特にそうで

ある

センター0ス タッ,は  1時に人l.l発達TII学部の歓員である 0ま リ セン,― の業務以外に 通

常0学・ 降 致員と同様に学部と大学院の授業ならびに委員会寺つ業務を担・ ている はたして セン

ターの轍務と学部散員としてのullr● 本ランスをとのように取る｀さかというll艤については 富山

大学硼 らず実践センター0設置されている多く0大学で共通 した間曖であるが 過去 ●様々な問題

を乗り越えてきた歴史がある ●ン

'―
の職綺を重視すれば 半部や大学院の教育に参

"出
来なくな

, ■部0戦務を重視すればセンターの存在価値敲 われる センターの教員であることは この を

つの ラ`ンス0卜に成 0立 .て いるのであり 常に多忙であることは間違いない この点を どのよ

うに評価 し 評価されていくのが
' 

センターとしてOl・I鷹である

実践セツター長として こ0よ うな問題について学部の教員と共有 しながら 可能な限 ,最適爛

を模索すること
'職

務てあると考えている 今回触れることつ出来なか oた問題についても 今後の

活動の中で1誅の方向性を探・ ていきたいと考えている

― ,一



寄 稿 全国一斉学力検査、体カテスト
その実施結果を生かそう

センター客員教授 本多 信昭

8月 末 全国学カテスト0結果が発表された 富山県0小学校 6年生の成機 (平均点)m位ば 国

語も第鉄も昨年の全国 0位以内力ら0位以「
に下が .た 平●1点は全国より高いがちとはいうものの

教育 ●餌わ .て きにものとしては何となく気に|● かる.どんな問題に弱いのが 原因はどこにある
'と思案 していたち 国立政策研究所 HPが あデーター (各設門,1 正答軟と無回各歎)を取得するこ

とができた 4嘲 交ば 国語も算鞍 ζ秋田県と福井県解全国 12位であ .た そこで両県とll設問:1

に有意差検定を行・ た 以下はその結果の集計である

◇正笞数
富山県が他県に比べ 優叔 は劣る設問毀

傾続、

秋田県 福J県 全 国 領域別
設間数長 1秀 優 1秀 jl勇

国嬉A , ● 0 1, 7 1 18

鴎 , 0 10 0 0 2 0 10

算数A 0 8 , ′ 6 , 18

搬 B 0 1, 1

`
8 1 1`

0無解答敷

富山県が他県に比べ 少ない又は多い設問数

卜、
秋田県 補弁県 全 国 領域別

設問致少 1多 少[タ 少 1多

国梧 A 0 】

`
0 16 1, 1 1,

国語B 0 10 0 10 10 0 10

算欺A O 1 1, 0 16 8 1 1`

算鮫B 0 1` 0 11 11 0 1`

◇正答数  ヽ 当然ながら両県より劣る項目が多 く 優・ た 4項目は 秋田県国語 A阪域で「漢字を書

く(人の意見にさんせいする)」「・ ―●宇で薔く (く す0)Jr● ―マ字を読む (h●

"●
)Jと いう,設間

を樹井県算数 8傾製で「 グラフより大小関係を掟え 判断つわけを響 くJと いう最後。設間であ・ た

0無解答よ  無解答数が多いのは ほとんど全設l.lで ある 落ちこぼされた予や学習意欲欠如の子

が多いのではと気懸かりである 今年度学びのアシス トの報告では 学習等不適応児に対応している

響告が目立つ 彼らには「ゆ●く,優 しく聞き役に経することからJを合い言葉に支援するよう動め

ている そのll果 もあり学習参加 し始めたという報告が多い 今後の成長が期待でもるところである

そんなことを考えていたら 12月 に全国体カチス,0結果が報告された 新聞見出しは「富 ■今年

も平均上回る」とあ‐た 秋田県と福丼県の体カテスト順位は と調
^た

ら やは,12位 であ・ た

よく遊び 運動する子 t脳の発選を促迪するという大脳生理学0珊詭観 い出した

昭和02氣 私はある戦 教育センターて 地域内小中学校の修カテス トを続日ごとに県平均と有意

差検定 しその優劣を表に
=と

めた 弱い電目について体育教師に簡単な ドレー‐ング法を考えてもら

、ヽ 各校が継続的に取り組み次年度の向上を目指すようお願いした 偏差値で01時を取り入れてい

る学校にはスボーンテストの記録を偏差性に換

"し
個人内評価をしやす くた 子どもたちは「野力し

粒けに来年の自分は今の自分ではない がんばりを見て欲しい Jと 言えるよう頭張っていくのである

残念け ら年度末興動でを。後の成果を確認する,罰助はできなかった

せぅかく0検査 テス トである 「面割だ 効果がないJと いう前に1岸間をかけたものは無駄にしな

いて活用を考えて欲しい。遊びや体力作 )が成鎖向上につなが五(識師具刊
=星

きるではないか

―

`―



寄 稿 「けん玉セラピー」

センター客員教授 寺西 康雄

「けん玉t,ピーJと は私の遣語である 今がら27年前 不登校児宣
=ら

手はどきを受けて以来 ,

ん上は 私にと・ て 遊びを中心としたアレイセ,ピーの7● (て はならないッール01つである

けん玉が不登校克服。栞機とな・ たと思われる子どもがいる その 1人がヽくん (中 3)である

^く

んは小学校晰 にヽ不登枝さなり 家族以外の人とは言葉を交わすことができなか oた 中学校

入学後 も糟談ま戦校が続き 3年生になり何をか象室に入ることができた しか し 黙して語 らず

頭を垂h身を堅くしているAく んを察する担任から枢談
'`あ

, 私J'Aく んを担当することになoた

初回面接時のAく んは 終始 無言で無表情た oた 私は「よくきたねJと 声をかけ 早遠 けん

玉の技を実演 した 艮 (伸びた前髪の隙間からうかがうようにしながら 私の一挙手一投足を見つあ

ていた 「やoてみないかJと けん玉を手渡すと素直に受け取・ た 手取 り足取りして教えながら 少

してもよ1と ころを見つけて褒あた 基本技の「大皿Jができるようにな,「 すん王道級‐
"定表J

の10級に合格した それ以来 週 1回 「 けん玉セ,ビ ーJと 母親面接を鮎疏することにな●た

Aく んば めきめき上適 し 順調に「けん玉遺 5縦Jま で昇級 した だが 難身度の高い技「ふり

けんJてつますき 4級の「壁Jに何度も眺わ返された ある日 ういに「t,けんJ'`決まり `級

に見事合格 した そつ解l.l Aく んの表情がゆるみ 徴笑が浮がび 商面が笑顔となoた そのとき

まで 1師のように無表情だつた彼が このB 初めて笑●たのだ 私は くんと豊 く握手 した

その後のAく ん0変容ふ

'は

 目覚ましかoた 家墜では 集族との会前1増え 声を上げて笑う

ようになoた 額つせメ変わり 感梢表現が理|,に なった 洗組物を干すなど家のtlIを 自ち進んで

手伝うようになoた 学校では 背筋が伸び 身のこなしが柔 ら力くな●た 館を上げ 目を合わせ

て牧師や級友とのコミ´‐ケーンョンを国ることができるようになり 毎日 筆校することができた

=月
 無事事業 し 新たy.人生^旅立‐にAく んから ある日 私のもと,一通の手紙

``届

いた

カウンセラーの寺西先生ヘ

寺西先生のおかけで けん玉が大好きになりました  '● Iて B信と勇気をもつこと″ 、さ

ました ,瞑は颯が 困0ている人にけん玉を教えて 元気にしてあげたいで■

寺西先生に会うのは とても楽しみでした これからも たくさんの人に ,ん五を教えてく

ださい また会えるのを楽しみにしています

「 けん玉で自信と勇気をもつことができたJ この言葉は 私 ●と・ て厨みであり支えである 今後

も本セツター0フ レイ
''―

ムを訪れる子どもに対 して 「けん玉セラピーJを実践していきたい

― ●―



報 と
ロ □教員・学生のための教育講演会□

センター教授 田尻 信童

「教員 学生のための教育識載会J絆 習斎境部lli枠)01平I121年 11月 1,日 (土)午後 21烹ヽ午後

6時に 人間発滸 学部14111義室を会場に実施されました ]1師は埼玉県立秩父持,中 教諭の

高橋 (Jll 坂本)浩美先生て 「『旅立ちの日にJ その後 ヽ特別支援学校ての実践～JO演題て

輩演頂さました また 九彰園子さんにビ,′ ,「奏●ご協力を頂きました 当日は121名を越える方々

の参加があり 会場に人 l・l発達科学部第 1餃て一番亡t教室を用懸しましたが 席|`足 らず 隣宰|

ら前子を迅ふほどの盛況てした

識↑うの高橋浩美先生は 「燎,′ ち0口 にJを作曲した方です 「市立ちの日にJは 事業式で一番歌

われている出て, 「自ヽ光の中に 山ならはぐえて はる,な空の果てまでも 君は,ヽ び立つJの馴

綺をご存 しの方も多い1と思います この山ば 今があ10平前 (平成 ,年 )に  卒業生を鷲るために

埼玉県のある中学校の技長が作詞 し 右
'ヽ

音楽教↑i鮒 演者の高橋先生)が作出したものです 最初

|=i卒業生をきる会Jで政師たちがち卒業上に向けて嗽 ,た めのサプライズ由のはす0も のでした,、

その嵌欧1鮎
"`れ

 現在では全国の学校て一番章われて,る llと なり
=し

た また こ●L iSMAP
i`歌 oた ことでブレークしたことでも有名です 芹洋子 ,, ・  ,ヮ  ダータダ,ク ス 秋川雅

史 1,孝介など多くの歌手によ●ても力 ―ヽされています 近年は 東京ディズ‐―,― のCM,シ
アとして使われてぃます

高禍先生は 今から8年情, 自ら希望して養設学校 (特別支援学校)に 奨晰され そこて音楽御

しての教育実践を行われています  II演ては 高橋先生に「旅立ちの日にJに込あられた思いや 音

楽を施 しての子供たちの変杏や成長について お話頂きiし た また 請機の途中に高橋先生,ら 首

接ご1=導頂さ 「たいよう (太陽)のサン J`でのダンスや「さみにとどけようJO合 |]を行い■した

最後に 高格さんのi卜椰て「旅立ちの日にJを全員で合唱 しました 旋律が進む ●連れて き加者た

ちは感極まり 泣きながらの合唱となりました 高橋さんも沢をこらえてつ指郷てした 全体で 3時

間を越える蒻演会てしたが お話だけでなくダンスや合唱など盛りた (さ ん0内容であ, 長さを感

しさせない大変充実 したli間でした 今回の講演会
= 

牧師を目指す学生 ●と,て 大変学ぶ
^t■

'多
loたのではないが●思います

商橋
=美

先生 1左,t螢匈した学生たち

-0-
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目 ビジュアルトライアスロン 2009

センター教授 4ヽ

"|

一見

平成21年H月 20Я (金 )わ ら22日 (J)`かけて ピラ‐

,ル ト,イ アズ●ン2●0'Jl肯‖され
=し

た 本年度は場

所を 0換
`1肯

●アドリエに移 して ,=時 ヽでストー |―

●ある映像をlnす ;作業を行いました 学生は
`つ

の

班に分が
'1` 

それそれ●デー●を決あ そ0テ ー‐を

効果的に伝えるI●動 t取 ,:1んでいました 講師にA,口●

なIlイ ンスト,,,― の津夫腱子
=ん

i迎えて '。 の

作成現場を大学生
`体

験てきる場を提りtす るた

“

0‖ 掛

V`υAt TRIATH10N

VISUA[TRIATH10N 200'

,うo,・・_|

した学生
=当

日の活崎だけてなく 当日の活 動を可,し にする]1■●摯‖ ●11者を集あるための宣伝

]の 十スターや宣伝
=成

果の公表のためのW●|^―
'の

作成などの11動を行・ ていて

'し

た ↑ヽ

200,を行うことで 学生 ●と‐て 有効な学び
"場

を提Jtで きました

|つの■のテー●
= 

それそれ以下のような Jのでした

1則1晰感覚 |‖ |`,タ レ●レイーム 携子も,ん 0層向

樹‖li[i』 を,′ |● ―,に した全身ア,′・
ン●体感による ●―,● ル

'ア
リティケームを』

定して 譴IIき 要素も.‐ んたCMに仕上 ,て います

2班「 カネ′のカネ
^ン J('き汁0,,

指を第一人称にして 日常JI活て危険にさらされていス状況を浮き彫りし 'k急‖1,膏を売 ,

込もうとするOMです 「 手J■ りなししが

't'ま

せん

,肝  (''ナ ケ■1(進学 資祐取 ]支援)

卒業を迎えた高校J`「 先生のようし教師になりた
'|‐

にJtい うカミング,ウ トをする0[

ろがち 人Ji設;1支燿企業?"CM'1始ま,■ ,

`班
「 ,ENTAXJ(■

',O CM)

'メ
ラ

`魅
●られた男子 1 彼女■,も カメ,t恋 しち●ll'

]を lLん でいます Tヽ20010迦 営の1'ら と
=・

て活動  :

それそれの CMの内容 J`,(に |●・ たらなたは 下● UR:で Cヽ をチ・ ,,|

― ,一

callery 各III"lltしたCMけここてCHECК ′

|,`=す
●●●

'●

2燿:III 3■ 4■

嗜 。●■ ●齢 る。
"Q●

10。 ●●l,



附属鋤稚国  吉 田 真 寿 癸

今年度は '豊がなさをは((む  ヽかがわる力に番日してヽJを テーマに研究を地めてきました

子ども
'身

如 ,の「 t● J「 oと J「 こと ('ら)Jに か0わ らうとする際に軸 面に何 ら
'の

動きが

あるはずだと考え そ。ような場面に■日して予どもの内面を深くとらえようとしました 日々の保

育0薇ら資ねによる子どもの変苓する姿をとらえ その変容の背景には何おあ・ たのが どのような

内面。高まり
''あ

・ たのかを明らうにしようと取り組んできました 今年■ も 0究を支えてくださ

る大学の先生方にお一人ずつ各タラスの専属として研究協力 していただも 年l.lを通 してピ指導いに

だきました

0月 2`日 (や に東京大学大
―

研究科 教授 秋田 ●・ 躾 先生を講師にお迎えし 繰育,,―
ラムを開橿 しました 県内外から200名余 ,の否会を得 子ども0資をもとに f豊かな国 「かかわる

力」という■―
'―

|を共有 して協議し 学びを深めることができました 秋田先生の講演ては 「当

かな心Jをはぐ〈むには 保育静
'本

質を]】め 本当に意味 (9値)あ るものを意図的に教育に生

かすことができるがどうかが重要 |● 十イントにな●てくるというご示唆をいただきました 保育者と

しての自分を振 ,返 , どうあるべきJを改あて考える機会となりました

また 県新規採用散員のU`修会における保育公開 協議会への臨力も定着 し その1て本国。研究

や特 実践0発信に努めています 今後も 様々な場や機会を通 して 子どもの育ちを支える確かな

保育実践力を付する
^く

 研究を深めていきたいと考えています

学回通信 鰤 繭

鐵
附層小詢 師  城 岡  恭 子

喘国小学校ては 
「

年度よ,「よりよく思考する予ともが育つ長紫つ創造Jと いう研究主題を掲げ

11究に取 り|■んています 今年度は「思考|`活性化する1漿の場の構成Jと いう副帥 もと 比較す

ることによ●て思考が活Ш としてい (tl況を教師がいかに構成 していく0,を研究 してきました

12月 5日 に行われた冬の研究蒙 は 「き山大学教授による教員向け研修プログラムJと 題 し 米

田先生 岡崎先生 吉田i生に,― タン■,プをしていただき凄した 米田先生には「翼題のもた
=

方 発間」について 岡崎先生暉  「散材ll発の方湖 について 吉R先生には「餃書 ′―卜 ,―
クンートJについて 現場の先生万″すぐに活用できるようy.ァ ド

`イ
スをたくさんいただξました

態た 校内ての研究授業におきましても 大半との述換を密にし 学部の先生方に多 くの1イ導をい

たたきiし た

来年度も 今年度の成果と課題を生かし 研究や実践を積み重ねていもた0と考えています

よりよく思考する子供が育つ授葉の創造(2年度)

― 思■ガ活性化する比較の場のInt―

附属中学校 績 部主任 構野

附属中学校では 「主体性の高まりをあざす課mを 研究主題に掲げ 日々の実践を通して主体

的な生徒の育成に努あています 「学びあい 自ら学ぶJを副凹として今年で三年目を迎え 「学びあ

い.0個つ学背を深め 生掟 0主体llな姿ヽと高
=・

ていくことを授業実践を通 して各教科等で明ち

がにしてい感す

0月 の教育研究協議会では 社会 埋科 保健体青 技術 まぼ (家庭分‐ll 適徳 特別活動にお

いて 公開授業や部会協議等を行いました また 全体講演会‐  前文部科学省教育課程企画室長

|‖曇●摯藤から

―

`―



て現在文・ 晴 学省大臣官房劉 諷副長の合田哲難先生をお招きし 「新_●l指導要傾つあらいと背景に
ついてJと いう0即ておllし ていただきました 本校のユ1究 内容が新学替指導雲領。■号と方向性が

同しであることを改めて確認すること,て き
=し

た 新学習指導要領のrイ ント0-っ てある 「言語

活動●充実J「知識 技llの習得 判リカ 表現力等の ラヽンスを醸視することJと いう点では 「学
びあいJを順 して 自分の考えを伝えた, 他の憲見や考えを聞いた, 書いてあることを記み取・
た,し てそれらをもとに自分の考えを深めていく.|で主体性が高まる0ではないかと考えています

前日つ研究会で「学さあいJに焦点をあてて授業や発表を行い
=し

たが 今回は「学びあいJは も
とより 学0あ t,せ よ・ て高

=・
た個II いかにして「自ち学ぶJ^つ なが・ ていくの

'ヽ

に焦点をあ
てて授業や発表を行いました

校内研修では 年lvlを遍 して 全体研修会や道徳 特,1活動 総合的な学習の時間の
=部

会研修会
互見授業とそ0協議会を継続 して行■

=し
た 特に今年質は 互見授業を強化し 全体研修会でその

協筆会を行い 課題学習について教科の枠を超えて越識tiし た 呉休llな投業をもとに協議する0
とによ‐て 課題半習について共通理解都深あることができました また 富山大学総務部 企画評
価ダ′●―ブ 八木麻理子先生をお招をし 最新の細 付や竿枝冊■iに ついての研修も行いました

今後とも 教師 生ヽ■ |1共に学びあう中で

成長 し 自ら学び 他^働 きかけ 人間力を高め 生きる力を●・ に付けていくことができるよう取 ,
ilんていきたいと思います

‐ ■Ⅲ ■‐ ●苺 ● ‐‐ ●●●●|●

義″「ヤ卿里
=ワ

颯】l事 駆 特,1支援学校 野原 秀年

特,,支援引 支では 研究主題を 児童生従が地域社会で主体的に活jlす るための支級はどうあるペ

き
'～

地域生活につながる授業しく,～Jを 設定 して ,1年 ;1画て取り祖んでいます 今年度は
その 2年秋に当た,ま す

児童生徒が地域社会て主体的に活動する姿を実現するためには ます学校生活において そつ姿を

実現することが大切であると考えています そこで本研究ては 児童生徒つ授業への「参加J●観点
をまとめ それに/●・ て配慮がなされるような授業を目ざしをす 「参加JO欧 ば 次の 3点です
①ねらいに沿‐た学習機会をできる限り多く設定する 鮮 習つ準備から段取り 片う0ま での一辿
の周助を児量生徒自身i`行 うようにする ⑬集国の一員として社会的費割をも・ て活動する場面を設
定する 特に子枕的な知識 技能の習得が大きなわらいてある教科』い 指導を中心に すべての授業
において「参加J``実現できるように取り擦んています
1年次である昨年度は 教科り1の 指導において 「参加 を実現 し 知識 技能の活用という面で成

果を上げることができJし た しかし 新たな知識 技能のll得が不十分 tな りました
そこで今年度は 教科,1の指導において「参加Jを深あることにしました 「参加Jを深あるとば

曜動lJを実現 した上に「より意欲的に取り組む中で 考え 判断し 表現しながら より当iな知識

技1を を半蛤 うJ姿を実現することです そのために 児童生徒製 ,担む学習錬題や半習活動のあ

り方●見直 しや 学習活動を支えるための支援環境づ(,に取 ,組むことにしました

学習課題については 取り祖む目的や取 ,組んだ成果が分かりやすい運掟llな設定が行われるよう
になり 児童生t■ |■欲的に取 ,粗む姿の実現 ●つなi`,ま し

た また 年習ヨ動については [詢べるJ「相談するJ「発表す
るJ「協議するJ等の多様

`活
llが行われるようになり 児童生

徒●課題解決力を育むことにつながりました 支援環境す(,
について II 児童壁 が主体的に取 り組めるように また自分
の取り組んだデ●セスや成果を共有できるように致室買境や支
援′―ルを■夫することて 「考え 切断 し 表現 しながらJ取
,祖む姿や「学び合うJ姿の実現につながりました その結果
知識 技能の習得が図られるようになりました

本校の授菫づ くりを地あるにあた・ ては 学部の小林先生

川崎先生 阿部先生 水内先生がら☆重な助言をいたださ 研

究を探あること,'で きました

●中学部 コ議料の撥撃か●,

― ,一



報 告

センター専嚇 節 下口 芳幸

II々 な家庭環境 生耐 景を青負‐た子どもにちメ増えている現在 現場て同
'い

合う教師に II

幅広 |ヽ 対応の引き出し が求あられるようにな■てきている

対応の引き出しの業となる錮域は様々であろうが スクールカ,ン セリング活動の基盤とな●てい

る臨床 :理学にも 映義の■
'ン

セリングにとどまらず 広 (学校枚薫 も応用可tlt技法」
' 

多く

ある 第10回は このような技法を 対5の 3き 出し の一つとして 「・ ―,|レ タ|ン グJと いう技

法に関する鉗義 実習を:1画  ]1催 した      __

平成21年 8月
'日

 開催

購師

鳥取大学大学院医学研究科

臨床,0理学講座 専任講師

金子 日平 先生

テーマ

「え壼
=掟

の|こ咸■を促す
ロールレタリン

^
●―ルレ,リ ングとは 役

=1交
鱈 簡法とも根される方法で 重要な他者との架空の手紙のや,取

りをする方法である 手紙の相手がらの返事も自分自身でま もつて 1～ 2●悽程度実施するとい

う 手続き自体|,レ ンデルなも0である しかし このやり取りをT軍●やoて いくことは 相手の

立場に立・ てある ことを文字通 ,実践するものでおり 子どもたちが自分自身で自分●問題を解決し

たり または自分日身で気うもを得る0に役立つ方法でもある

当日は ■―ルレタリ′グ

の鳳論的背景や金子先生日

身の実践例 とともに 実ll

も行・ ていただいた

0加者0ち , レンプルな

が らも 自分や相手のこと

を振 り返るよい機会にな o

たという声や 分 ,ヽ りや寸

い方法ないてぜひ現場て実

摯 したい という感似を多

くいただいた

-10-



生
ロ

センター専任講師 石津 憲―郎

多ll化■るrど
=た

ち■●■― 114に わに '「 |に は,扱●11を■ |る 手法
'求

め ,れている

十とtた ●
・ を ,十 一 卜する曇1,,中に |ヽ  ス

'―
,,,ン セ,′ ′

"':彗
とな・ ている臨■■■|■ を

,Iし らとして ,々 なも
“`tる

 今日●公1lil庄 て|| ′iJi,ilit その1支県を11仙行動
^げ

共

●●■げ
`「

JI行■
`)折

Jと いう新し
''捜

点it● ‖iを行い ‖頃
"枚

r11勁
“
■を亡● 旬集

ll●

'IIに

つなけることを,,ら ●[tた

″rim床 ,■滸‖て t第 1鋼発■[鶏■Ot':年‖1,と して 教it使′るヽ 1行動分析●り:サJ

と地し 1稲 ,大i● ■人J女 ,tJをおrさ し
' 

公日i111を HIIし た

平成21年 11月 28日

嗽
=で

使える応用行動分析の動

講師 早,直 田大学人間科学部 健康福祉科●・科

臨床′ら理学系助教 大月 友 先生

■´に 子L(011題イi動を見たと
= 

そ0 原|よ]について
=え

るは,1`あ る そして 「H[[
tし て ,底環境■・ tit嗅  本人

`‖
II● ● たも

"を
,1■ して。( し0し なイl tiし た

口,大[を ,1“ 十ること
'「

|「 |●介入につ●かりにくヽ 螂合もまた多い tし l行 J,分析て
= 

あるi

Ⅲ●1:と し11:,す る
'■

■ズ●を,●川の興
't●

it■する モ●● |1体的 ■IIし ■環■を|,■ |す

る●■て |1持
=11る

IJШ FJ'を ,― ケ′|と し,,スを行うも●であ
=

=("現
懃●生■方に[● てなし■●ル|・ た,"応用行動分

`.の

視,' いくつ
`●

例や・ ―t
,●■

“

て人り」■■に 1お首it t■いヽ

´  ,

tl



J「半年間の2度 日の富大生」1

話し手 1吉野 武士 (Yヽ 扇― 孝行 (0)
閲さ手 1松井真―郎 (M)

M,人生 2慶 目のき大はどうでしたか? Y:大牲 のときは締 学部ではなかoた 0て 人開発述

学部で0躙0こ と 教 1ヽ指導だけてなく 教育心理など難しいことを勉強できたよ  01僕 は,と

,・ て大切たって思・ たよ.現場に履oて もこのゆと,を今まで以上に人事にしたいな Y:現場に

帰_て  どんなことに役立てたい? 0ヽ アセスノントをし●かりとすること,ヽ なあ アゼスメンドっ

て大事やな。 Y:今 までとどこ違うが? 0:― 今まで以上やち●  Y:子 どもの気持ちを考

えようと思うようになoたな 今まで 「～ならない」ということを押しつけていたかも  MIこ わ

いY先生0 ",ン セ ,ン グマイントを身につけたち すきい先生になる 1 0'何言うとる|`IY
先生は今までも子ともの気郁 を大切にしとoた よ 今まで以上やち●  Y:,,,,メ ンR短
らない言薫だ。たな  0:う ん 知らなかoた ても 何でもアタッチメントに原因を求めそうな

気もするな   YI我 が子を見る目も変わ.た な 我が子i¶表llだたとはじるのは 感情を麺

するすぺを牧えだ, 言難 して返した,し てこながぅたがらかな あと も,と若いときに内地留

学に来たが,た な 螢何年担任てきるかわ0ら んがに や・ ば,子ともにヽ接にかかわれる0は 担

任やる  0:勉 強 好きし、ないけど 内地留学で心理学をか学んだら 楽しくなってきたが7●

Mi3人それぞれ学んだ0と を大切に 今まで以上に現場でもがんぼっていきます お世話にt,ま
した

1内 地 留学 生 より ]

藤岡 智江

私は 長駒果からつ長期研修生として 宮山大学人間発達刊■ 研究実践組合●レ,― で 1年間学ば

せていただきました

大学での最初の諄廼は 研究テーマを絞ることで した 指導教員の先生方ににい心で支えていただ

もながら 1寺間をiけて決めていきました 今思うとそれは 自分と向き合うこと
'一

つのことを追

究することの意識を学ふという大切な時間を過ごしていました 授業の内容は 全て0事柄が興味深

く 自分自身0気持ちや体験に重わたり 子供達に置き換えたりしなJ`ら穂請させていただきました

譜先生方が説いてくださ・ たII.知 と自分の持つ経験知を 学びの中で結びつけることができ :学鷹●

て楽しいJを実感 しながら 内地留学をすることの意味と今ここにいる充実感を|*わ わせてヽただき

ました

心理学を学んだことによ, 贅距教諭として成長 しなければという思 ■ヽ● 巻きすぎているネツを

少し緩めて自分に余裕を広げ 仕事をして人と関わるのではなく 一人の人間として子供逮と関わ‐

ていきたいと考えるよう●なりました

こ指導|た だいた先Itに は 言葉では表せないほどの感謝の気持ちを抱いています 初めてい地

富山で出会・ た人々や学んだすべて0こ とに感謝 し 再び信州でがんぼ●て参 ,た いと思oて い要す
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第75回国立大学実践研究関連センター協議会III告

センター専任購師 石澤憲―郎

平肥 1年 ,月 18日 (金)筑渡大学大学会館にて第75回国立大学教育案踊研究関連セン,―協爺会が

17われた 富 t大学
=ち

は小‖センターll 田購  石津の ,名都arrし た

総会では年会翼の数収通知について変更があ, 賄 つ「年会贅つ徴収に関する通知を前号0期間

内に事務局から行うJか ら「年会貴哺 収に関する通知を前号0期間前に事務局から行うJと なoた

続いて 文部科学省の初等中等教育局教職員課 課長補機の山田奉蔵氏より「教職実践演習Jに つい

ての甜凛が行われた 情報交換ては 教職実践演習についての情報交換が行われ 鹿児島大学 信州

大学 北海道教育大学の
=校

の実践を元 ●意見交換等が行われた 雌 にSCS代賛季莱ては 教育実

践部門からビデオ会議レステムの接糧テストにつ1て報告がなされた。

第74口国立大学実践研究関連センター協議会報告

センター教授 71ヽ川 兄

平成22年 2月 10日 (金)に東京学芸大学において 輸談会が開催された ヤン,― 長として小川,
出席 した 文部科学省高等教育局大学振興課政員養成企画室長の渡辺倫子氏が, 教員養成学部0特

徴を活かしながら 教員養成の質保障ゃ現轍 員の研修の充実を遭ある上で 実践セッター市中心的

な役割を担 .て欲 しいという●メントをいただきました 議事報告として 教育工学 情報敢育 散

胃実践 散m教育 教育臨床の各部門から 羽供報告が行われた SCSに 着わる共同期表のためのテ

レビ会議 ンステムの構築 センターのHP O,‐・ ―アルについて情報提供され 縦輪が行われた

昼食を換んて 「発達障つ ある大学生ヽの相談と支援についてJと いうテーマて 東京学芸大学

(橋本売上 田日先生 ●・嶋先生)樹 1大学 (上村先生)か らli報提供が行われ 教育実習や七半

軋蟻由 いて問題をかかえる学生に対する 富山大学を含む学生支授ブ・ グラムや 各大学0文擬事

業 (● ―ディネータゃセンター)に 側して議論が行われた あわせて ,ン ター協議会で作成 した散

育相談に関するモ

'´

―ル型●ア枚材を利用 した 学生支援の流れについて 紹介きれた 次回の会

議は二重大学にて平成22年 ,月 17日 (金)t開催されることに7●・ た

全体会軽了後 教育実践 教匝教育を教育工学 情報教‐ 2つ の部門の合同部会と 教育臨床の

部会が行われ 各部会での課題を識給 した 教育実践と教育工学の部会a 教育実践配 に関する

各大学。取り組みに関するll報交換 テレビ会議 システムo共通[様の御成 セン,―協議会のHPの

運用について識論が行われた
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書記の協議会を 平成21年 11月 2日

`月

)に当ヤンターを会場に実施した `大学。伏表者●出需

を得て 午前10時から 途中休憩をはさらながら午後
`時

半まで会識を行・ に ,つの協議題と,つ

の承合事項について 各大学の引 kと 問題点ならびにその解決策について協議を行・ た 有な表な臨

議を行うこと
''て

きた

O協 議 題 (1,各大学におけるセンターの改組と今後のセンターの役割について (富山大学)

〇承合事項 (1)センターの改組における 臨夫部門の位置づけについて (信州大学)

〇承合事項 O)新潟大学教育学部鮒属教育実跛穂合センターの全半数職支援センターヘの癒  (新●

大学)

信州大学と信州大学から センター0改組に凹する情ll提供がなされた 信州大学がらは 学

部内の議論の中でセン,― の改組の可能性が小さくなoた こと
'`報

告された 新濁大学からセン

ターが改組され 鉤 1競支援ゼン

'―
をして位置づけられたことが報告された

上越教育大学がらは 学校教育案践,F究ヤンターとして改組され 12人体‖1で教育実習や致 1「

故青 教育実難 ついて学校さ社会に貢献する研究活動を行っていること
`報

告きれた 桁井大

半からは 平成21年度に「教育1朧研究部|IJと 晩 許更新 現職教育研究部1lJを 新たに設置

したことJ`報告された 金沢大学からは 2名のスタ●フで教育実践ι教育糟談に関する研究に

あた・ ていることが響告された 富1大学からば 定員10であるが 専任 2名が欠員であ, ギ

部ι協力して問題解決にあたoていることが報告された

O協 議 暉 (aセ ンター協議会を通した1贈地区のセンター 冊の協力について (富 山大駒

全国0セ ン,―協議会において提案された ,ツ ター間0述魏の実現について 迫隔地 ●おけ

るテレビ会談 ンステムを利用 した共同の教育と研究の地め方について検討が追あられた 多対多

の場合には デ●ビ会議の専用ンステムが,5万円ほとで販売されているので これを利用するこ

とで解決法できることが分か oた 今後は ゼン,―協議会のHPを介 した●ヽ́ =ケ ーションを

地めていくことが確認された

O承合李項 (3)内地留学生の受入れ状況と指導内容 方法について

富山大学においては 実蹴 ンターとして半平問つ内地留学生を受け入れ 将来的なカウン
'

リング機 教員盤成いための,F修ブ0グ ラ●提供 している 他●ヤンターては これまでの自身

。実践を撮 ,返 , がつ総合能力を高めるための実践がなされている大学もあるが プ。グラム

そのものがシステ●ティ,ク にな・ ていないことや 各人半によ・ て指導用内容や方法に まらつ

きi`あ る双状が市認された

0承合事項 (ω 実践センター附属の )理教育関連相餃室の運営について (富 山大学)

指定大学院嘲 .●室てない場合は 無料で活動 しているところ|ほ とんどであ・ た 実践セン

ター単llて ば特にl●l設 しておちず 臨床 0迎士指定大学院の相談室●迎鋼をしている坪 や県0
弁証士会などと辿桃 して電話11談を含む子ども0悩み相談会を実施しているなど大学の実世面

してきまざまな迅官0な されていることが分が ,今後の当大学φ相談室運営に役立つ情報が得 ら

れた

O承合事項 (5)実践センターの客員教員と学部の執驚対応の特任教員の職場の分担 臓力 (富 山大学)

3山大学で 今年から特任教授 ¢ 常動)と して
'名

を雇用 し これと実餞総合センターの 2

名の名員III授 (JI●・勤)の職務0分担 協力関係 ●ついて 仙大学の収組みについて報告を受け

た 新潟大学ては 竹檄 授の方々には 全学の枚育実習を担当している 全響 職センター0
事務部臓 ネ′メントしている 上越教育大では ,人の特任敬授 (致職大学院獄員の兼任)と

'
人の特肝准教授 (l・期 0年 教委がちの派遣)力

`お
り 学JO直接指導を含め教育実習に関わる

すべて。業務を担当 している 特

「

教員の仕事内容については 特任教員も参加するセンター内

の範 で決めている 福井大学ては 枚職対応●客員教員が配置されていることが報告された

一

―

 

―

―

平成21年度日本教育大学協会北陸地区会
教育実践研究指導部r5研究協議会報告

― ,イ ー



業務報告

平成 21

4月

5月

5月

6月

6月

=月
,月

'月

'月
8月

8月

,月

'月
10万

10月

10月

10月

11月

11月

11月

11月

1日

7=

8日

8日

28

,日

1日

=日
6日

1日

6B

,日

88

,3

1日

1日

0日

2日

0日

0～ 2

8日

年

平成 21年度の実践センターの主な行事

第 1回センター会議

他学部教育案習事前指導 1

他業部崚育案習事前指導 2

第 2回センター会議

第 0回センター会議

第 1ロセンター撃 委員会

人ll発逃計学部教育実習事詢|ヨ博 1

人ll発逃科学部教育鋼 事]鮨■2

人開発逃科学部教育実習事前指導
`

第 lШ 発違と臨床の公開議座

人間発迷科学櫛教育実習観察参加挙的指導

第 1回センター紀要編集委員会

第76口国立大学教育実瑕隅 関連センター協議会 (筑波大学〉

第 4ロセンター会議

人間発連科学部教育実習事後指導

第 2同センター紀要編集委員会

第 5回センター会議

日本教育大学協会北睦地区教育実践研究指導部門研究t・兼会 (富山大ね

教員 学生のための教育講演会 e習環境部門主催)

ビジュアル トライアスロン200,

第12回発達と臨床の公闘講座

２

　
　
２

　
　
２

1

2

を

2日

平成 22年

2月  1日

2月  1日

2月 1'日

3月 81日

センター紀要『戦吉実践研究,第 4号 範 蓉第26号)発行

第6ロセンター会議

第76図日立大学教育実践研究関連センター協議会 礫 京学芸大わ

センターニ
`―

ス第4号 (通巻,6号)発行
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平成 21年度におけるセンターの相談件数

面機による相談 電話 メール相談

学内者 学外者 相談得数

本人のみ 0
`

0

保護者のみ 0 47 18

学校関係者のみ 0 i 0

本人と保贖者など複数 0 eo 10

載師個人 14 21 2

合 静 14 104 00

104

編 集 餞 配

日本制 :の をは雪が多く こんなにも大変なものなのか と思いながら12月 に雪かさをしましたが

どうやら今年は「当た 0年,だつたようで 数年ぶりにとても多くの雪が降つているようです また

大平滓側から来た私にとって 曇っている時間帯かとても多いことも印験的でした しかし 古山の

湿度は大平洋側と比べるととでも高いため ″tが潤うという ちょっとした幸せもまた感しています

そして 平成,1年度が終わろうとしていま,1

今年度は歴史的に見ても政構交代が起こるなど 変動の大きな一年でした 実践センターでも昨年

度の,月 末で稲垣先生が転出され 4月 から着手つ後任が入 りました ここ2年の間で臨床教育部門

の教員はすべて入れ替おり また 2人 とも非常に若い教員となりました まだまだ経験不足ゆえ 実

践センターの業務を十分にこなせているとは言えません しかし 藤極交代とは違います|■ 新しい

力で地域とのますますの連携が行えるよう 今後とも努力を鋭け邁進していきたいと思います 今後

ともようしくお願いいたします に 津 憲一郎)

印  刷  平減・ ●年3'01日

発  行  平成″年,月 ,1日

編集発行  富山大学人l晩遮科学部

附国人間発達科讐 餞総合センター

代表者 1,1  売

〒,0●855` 富山市五福,1,0
電  磁   0,6-445-``80
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